
　

わ
が
国
の
総
人
口
は
、
今
後
急
速
に
減
少

し
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
が
見
込
ま

れ
る
中
、
地
方
圏
の
将
来
は
厳
し
い
も
の
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
圏
へ
の
人
口
流

出
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交
流

人
口
の
創
出
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
が
掲
げ
た
定
住
自
立
圏

構
想
に
呼
応
し
、
平
成
22
年
３
月
に
阿
南
市

が
中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
は
、
中
心
市
に
お
い
て
圏
域
全

体
の
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市
機
能
を
集
約
的

に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町
村
に
お

い
て
も
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
互
い
に
連
携
・
協

力
す
る
「
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え

方
で
、
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
考
え
方
に
基
づ
き
、
阿
南
市

と
隣
接
す
る
那
賀
町
、
美
波
町
で
定
住
自
立

圏
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
し
、
互
い
の
意
思

を
尊
重
し
た
具
体
的
・
有
効
的
な
役
割
分
担

に
よ
り
、
圏
域
内
の
住
民
が
安
心
し
て
定
住

で
き
る
活
力
あ
る
圏
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
平
成
23
年
３
月
に
阿
南
市
と
那
賀
町
、

美
波
町
と
そ
れ
ぞ
れ
圏
域
の
形
成
協
定
を
締

結
し
、
同
年
９
月
に
策
定
し
た
「
阿
南
・
那

賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
き
、
平
成
24
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画

で
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
次
期
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
に
先
立
ち
、
本
年
３
月
25
日
に
阿
南
市

は
那
賀
町
、
美
波
町
と
の
既
存
協
定
の
変
更

協
定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
か
ね
て
か
ら

定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
の
協
議
を
進
め
て
き
た

牟
岐
町
、
海
陽
町
と
の
新
た
な
枠
組
み
と
し

て
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
そ
れ
ぞ
れ
締

結
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
圏
域
が
１
市
４
町
に
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
「
南
阿
波
定
住
自
立
圏
」
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
と
も
に
、
本

市
を
中
心
市
と
す
る
定
住
自
立
圏
構
想
の
取

組
と
し
て
は
第
２
次
の
計
画
と
し
て
、
新
た

に
「
南
阿
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

【定住自立圏構想とは】
　地方圏において、安心して暮らせる地域を各地に形成し、地方圏から三大都市圏への人口流出を食い止め
るとともに、三大都市圏の住民にもそれぞれのライフステージやライフスタイルに応じた居住の選択肢を提
供し、地方圏への人の流れを創出するため、全国的な見地から推進されている構想です。「中心市」と「周
辺市町村」が、１対１の協定を締結することを積み重ね、圏域を形成します。
　具体的には、「中心市」の都市機能と「周辺市町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文化など、それぞ
れの魅力を活用し、その集約とネットワーク化により、相互に役割分担し連携・協力していきます。
　このように、圏域全体で必要な生活機能を確保することにより、地域住民の命と暮らしを守り地方圏への
人口定住を促進する政策が定住自立圏構想です。

圏
域
構
成
市
町
の
概
況

阿
南
市　
富
岡
町
や
橘
町
に
は
市
街
地
が
形
成
さ

れ
、
産
業
が
盛
ん
で
、
阿
南
市
に
本
社
を
お
く
日
亜

化
学
工
業
株
式
会
社
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
製
造
量
を
誇
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
「
光
の

ま
ち
阿
南
」
の
取
組
は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
産
物
で
は
、
全
国
有
数
の
タ
ケ
ノ
コ
産
地
で

あ
る
と
と
も
に
水
稲
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
も
県
下
一
の
生

産
量
を
誇
り
、
水
産
物
で
は
鱧
の
漁
獲
高
が
日
本
有

数
で
す
。
ま
た
、
北
の
脇
海
水
浴
場
を
は
じ
め
、
伊

島
、
蒲
生
田
岬
、
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
の
「
太
龍

寺
」
や
「
平
等
寺
」
な
ど
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
。

那
賀
町　
地
域
の
９
割
以
上
が
森
林
の
中
山
間
地
域

で
、
国
定
公
園
で
あ
る
剣
山
周
辺
で
は
貴
重
な
野
生

動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
ほ
か
、
高
の
瀬
峡
や
剣
山

ス
ー
パ
ー
林
道
、
清
流
が
つ
く
る
大
釜
の
滝
な
ど
は

紅
葉
の
季
節
に
は
優
れ
た
景
勝
地
で
す
。
農
産
物
で

は
木
頭
ゆ
ず
を
は
じ
め
、
オ
モ
ト
、
ケ
イ
ト
ウ
、
茶

の
有
数
の
産
地
で
す
。
ま
た
、
町
内
の
各
集
落
に
現

存
す
る
45
の
農
村
舞
台
で
は
復
活
公
演
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

美
波
町　
古
く
か
ら
漁
業
が
中
心
で
、
漁
具
・
漁
法

が
発
達
し
、
延
縄
定
置
網
、
和
船
の
建
造
が
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
良
質
な
漁
場
環
境
の
も
と
、
高
品
質

な
ア
ワ
ビ
や
伊
勢
エ
ビ
な
ど
魚
種
も
豊
富
で
海
産
物

の
豊
か
な
町
で
す
。
ま
た
、
観
光
地
と
し
て
大
浜
海

岸
、
田
井
ノ
浜
海
水
浴
場
、
千
羽
海
崖
や
四
国
八
十

八
箇
所
霊
場
第
23
番
札
所
「
薬
王
寺
」
な
ど
を
有
し
、

年
間
１
０
０
万
人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

牟
岐
町　
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
の

白
眉
で
あ
る
景
勝
・
八
坂
八
浜
は
サ
ー

フ
ィ
ン
の
で
き
る
内
妻
の
浜
か
ら
海
陽

町
三
浦
の
浜
に
至
る
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
海
岸
線
で
、
整
備
さ
れ
た
国
道
に
よ

り
ド
ラ
イ
ブ
に
最
適
な
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
連
続
す
る
岬
と
入
り
江
の

美
観
は
、
白
砂
青
松
の
姿
を
昔
の
ま
ま

伝
え
、
新
旧
の
調
和
を
見
せ
て
い
ま
す
。

沖
合
い
に
は
自
然
色
豊
か
な
３
つ
の
島

（
出
羽
島
・
津
島
・
大
島
）
が
浮
か
び
、

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

海
陽
町　
北
部
・
西
部
に
あ
た
る
山
地

は
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
緑
豊

か
な
山
々
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
山
々
を
水
源
と
し
て
、
地
域
の
中

央
に
は
北
か
ら
南
に
海
部
川
が
、
南
部

で
は
西
か
ら
東
に
宍
喰
川
が
太
平
洋
に

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

青
く
美
し
い
海
岸
は
室
戸
阿
南
海
岸

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
海
岸
は
数
々

の
岬
や
入
り
江
を
有
す
る
美
し
い
リ
ア

ス
式
海
岸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
阿
波
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

～
住
む
人
、
来
る
人
の
「
心
」
を
つ
む
ぐ
、

や
す
ら
ぎ
と
活
力
の
「
光
」
あ
ふ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～

太龍寺ロープウェイ

千年サンゴ

※人口：H27 国調人口（速報値）
　面積：国土地理院・全国都道府県
　市区町村別面積調（H27.10.1 現在）

那賀町
人口 8,407人
面積 694.98㎢

大浜海岸

美波町
人口 7,101人
面積 140.80㎢

牟岐町
人口 4,260人
面積 56.62㎢

光マンダラドーム

阿南市
人口　73,100人
面積　279.25㎢

轟の滝

海陽町
人口　9,285人
面積　327.65㎢

南阿波定住自立圏

【圏 域 合 計】　
人口　102,153 人
面積　1,499.30㎢

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
幅
広
く

意
見
集
約

　
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会（
医

療
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
振
興
・
地
域
公
共

交
通
等
の
各
分
野
の
代
表
者
な
ど
１
市
４
町

か
ら
25
人
の
委
員
で
構
成
）
で
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
圏

域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
広
く
求
め
ま
し

た
。
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お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
鉄
琴
１
台
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
３
台

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら
学

校
教
育
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
25
回
阿
南
市
活
竹
祭

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

日
時　

11
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
頃

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
駐
車

場出
店
条
件　
出
店
は
阿
南
市
内
の

団
体
と
し
、
出
店
物
は
阿
南
市
の

特
産
品
を
主
と
す
る
こ
と
。ま
た
、

出
店
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
実
行
委
員
会

事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　
10
月
13
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
障
害・

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

申
請
期
間　
10
月
１
日
㈯
～
12
月

28
日
㈬
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。

支
給
対
象
者

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
：
平
成
28
年

１
月
１
日
現
在
阿
南
市
に
住
民
票

が
あ
り
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税

が
非
課
税
の
者
（
課
税
者
の
被
扶

養
者
や
生
活
保
護
受
給
者
等
は
除

く
）

▼
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
：
平
成
28
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
者
（
高
齢
者
向
け
給
付

金
受
給
者
は
除
く
）

支
給
額　
▼
臨
時
福
祉
給
付
金
：　

３
０
０
０
円
▼
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
給
付
金
：
３
万
円

※
対
象
者
に
は
9
月
下
旬
頃
、
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
添
付
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
と
給

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
さ

れ
る
方
は
申
請
書
に
添
付
が
必
要

な
書
類
（
本
人
確
認
書
類
お
よ
び

口
座
確
認
書
類
）
を
ご
確
認
い
た

だ
き
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

事業計画は平成29年度から５年間
〝住む人、来る人の「心」をつむぐ、やすらぎと活力の「光」あふれるネットワーク ″を将来像に掲げ、
それを実現するため、「生活機能の強化」「結びつきやネットワークの強化」「圏域マネジメント能力の強化」
の３つの政策と15分野からなる37事業が盛り込まれました。圏域の課題とその対応策を考察し、政策分
野ごとに１市４町の役割分担が示され、それぞれの関わり方が明記されています。
　本ビジョンは、８月25日に阿南市議会に報告を行い、市ホームページで公表しました。今後、幹事会
や担当者部会等で具体的な事業実施体制の調整や予算編成を行い、平成29年４月から事業着手します。
事業実施にあたっては、ＰＤＣＡ（Plan[計画]→Do[実行]→Check[評価]→Action[改善]）サイクルにより、
必要に応じて計画の見直しを行うこととしています。

①
生
活
機
能
の
強
化

医療

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

地域資源を活用した地産地消の促進及びブランド化・６
次産業化、継業支援等による地域産業の持続・活性化1 地域医療啓発・連携等支援事業（保健センター）

2 医師確保対策事業（保健センター） 21 地元農水産物魅力アップ事業（農林水産課）

3 阿南医療センター整備支援等事業（保健センター） 移住交流の推進
福祉等 22 空き家情報の連携事業（定住促進課）

4 こども園等広域入所に関する連携事業（こども課） 23 婚活支援連携体制整備事業（定住促進課）

教育 24 定住促進啓発事業（企画政策課・定住促進課）

5 図書館相互利用促進事業（図書館） 観光ネットワークの拡充
6 図書館蔵書充実事業（図書館） 25 野球のまち阿南推進事業（野球のまち推進課）

産業振興 26 スポーツ大会交流促進事業（スポーツ振興課）

7 広域観光圏実現事業（商工観光労政課） 安全・安心
8 遍路道等文化財活用観光振興事業（文化振興課） 27 教育・啓発のための出前講座、講演会等の開催事業（市民生活課）

9 鳥獣被害防止対策事業（農林水産課） 28 阿南市消費生活センターの周知及び利用推進事業（市民生活課）

10 企業誘致広域プロジェクト事業（企業振興課） 公共施設の相互利用
11 産学官連携企業誘致等促進事業（企業振興課） 29 スポーツ施設相互利用促進事業（スポーツ振興課）

環境 30 火葬場使用料軽減事業（葬斎場）

12 竹資源等有効活用推進事業（農林水産課） 31 子育て支援センターの相互利用に関する連携事業（こども課）

大規模災害支援体制の充実 32 女性支援パートナーシップ事業（人権・男女参画課）

13 大規模災害時の相互応援支援体制整備事業（警防課） ③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

圏域内における人材育成
14 防災対策相互支援基盤整備事業（防災対策課） 33 職員人材育成事業（人事課）

15 災害時水道復旧相互応援体制の整備事業（防災対策課・工務課） 34 職員研修参加交流事業（人事課）

②
結
び
つ
き
や

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

地域公共交通 35 廃棄物の不法投棄撲滅に向けてのリーダー育成事業（環境保全課）

16 圏域内運行バス等公共交通調査研究事業（定住促進課） 36 成人大学講座連携事業（生涯学習課）

17 生活交通確保維持事業（定住促進課） 圏域内市町村の職員等の交流
道路等の交通インフラの整備 37 人事労務担当職員研修（交流）事業（人事課）

18 高速自動車道整備促進事業（特定事業推進課） ※取組事業名の後のかっこ内には、本市における主たる担当
部署名を表示しています。19 国道 55・193・195 号整備促進事業（土木課・特定事業推進課）

20 県道（主要地方道）整備促進事業（土木課）

南阿波定住自立圏共生ビジョン取組事業の一覧

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

恋
す
る
灯
台 

～

　
「
未
来
を
照
ら
す
灯
台
が
、
ふ

た
り
の
道み

ち
し
る
べ標
に
な
る
。
ど
こ
ま
で

も
広
が
る
青
い
空
と
海
に
、
気
高

く
存
在
し
続
け
る
白
亜
の
塔
。
晴

れ
の
日
も
、
荒
れ
狂
う
嵐
の
日
も
、

大
海
原
を
照
ら
し
続
け
て
き
た
灯

台
の
光
は
、〝
人
生
の
道
標
〟
の

よ
う
で
あ
り
、〝
未
来
に
進
む
勇

気
〟
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
恋
に
悩
み
、
夢
に
迷
っ

た
と
き
灯
台
に
行
こ
う
。
愛
し
合

う
ふ
た
り
が
、
未
来
を
誓
い
合
う

と
き
、
灯
台
に
行
こ
う
。
そ
ん
な

夢
見
る
チ
カ
ラ
、
恋
す
る
チ
カ
ラ

を
与
え
て
く
れ
る
灯
台
を
〝
恋
す

る
灯
台
〟
と
呼
ん
で
み
る
。
未
来

を
照
ら
す
灯
台
が
、
ふ
た
り
の
道

標
に
な
る
」
こ
の
文
章
は
、
日

本
財
団
や
総
合
海
洋
政
策
本
部
、

国
土
交
通
省
の
旗
振
り
の
も
と
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
推
進
す
る

「
海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日

本
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
協
会
と
日
本
財

団
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
恋

す
る
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

哲
学
で
す
。

　

こ
の
度
、
全
国
で
20
カ
所

の
「
恋
す
る
灯
台
」
が
認
定
さ

れ
、
私
た
ち
の
誇
る
「
蒲
生
田

岬
灯
台
」
が
選
ば
れ
、
阿
南
市

が
「
恋
す
る
灯
台
の
ま
ち
」
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
全
国
の
20
カ
所

の
灯
台
で
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

制
作
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

デ
ー
ト
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
11
月
１
日
の
「
灯
台
の

日
」
連
携
企
画
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
阿
南
市
が
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

岬
と
は
海
に
突
き
出
た
陸
地
の
先

端
部
を
言
い
ま
す
が
、
蒲
生
田
岬
は

紀
伊
水
道
に
突
出
し
て
、
付
近
に
暗

礁
が
多
く
、
古
来
か
ら
航
海
の
難
所

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
数
々
の
遭
難

事
故
が
相
次
ぎ
、
こ
こ
に
灯
台
を
建

設
す
る
こ
と
は
緊
急
必
要
事
業
で
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
大
正
11
（
１
９

２
２
）
年
１
月
５
日
、
灯
台
建
設
期

成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、
関
係
者
の

力
の
結
集
に
よ
り
、
当
時
の
総
工
費

７
３
２
３
円
88
銭
（
う
ち
椿
泊
漁
業

組
合
３
０
０
０
円
、
椿
村
１
０
０
０

円
、
郡
費
補
助
３
０
０
円
、
そ
の
他

寄
付
金
）
で
、
大
正
13
（
１
９
２

４
）
年
10
月
１
日
に
白
光
を
放
ち
ま

し
た
。

　

以
後
、
県
に
寄
付
さ
れ
、
現
在
は

海
上
保
安
庁
の
管
理
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

白
亜
の
灯
台
へ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
は
、「
波
の
詩う

た

」（
阿
南
市
在
住
大

津
文
昭
先
生
作
）
と
い
う
ハ
ー
ト
型

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
り
ま
す
。

　

青
い
海
と
白
い
波
が
奏
で
る
、
四

国
最
東
端
で
の
愛
の
叫
び
は
、
夜
の

と
ば
り
が
落
ち
れ
ば
、
灯
台
に
よ
る

愛
の
光
と
な
っ
て
、
は
る
か
雲
海
の

か
な
た
へ
届
く
で
し
ょ
う
。

　

恋
す
る
ふ
た
り
よ
、
い
ま
こ
そ
灯

台
の
も
と
へ
集
え
！

撮影：Jスカイフォトサービス
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